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補 完 代 替 医 療 (Complementary

and Alternat市e Medicine:CAM)

が脚光を浴びていると言 う。では

いったい “今 。なぜ"CAMが 注 目

されているのか ? CAMに 何が期

待されているのか ? 実際に CAM

はどのように利用されているのか ?

はたして CAMは 信頼に値する医療

なのか ?

筆者はかつて内科医 。心療内科医

として,東 洋医学や各種心理療法を

取 り入れた臨床を行っていた。医学

系大学院の博士論文として,糖 尿病

治療に対する気功健康法のエビデン

スを立証する研究Dを
行ったほど,

CAMに 魅力を感 じていたのだ.し

かし,CAMへ の興味関心が高じて,

世界中の様々な医療を研究してみた

いという動機から,臨 床を離れ医療

人類学(medical anthropology)の道

を歩み始めたところ,そ こには “補

完"や “代替"と は呼べないような,

多彩な医療の世界が広がっていた.

医師として病院やクリニックにいて

は決 して見 られないようなフィール

ドに遭過したのである。

本稿では,語 り=ナ ラテイブを重
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要視する医療人類学の立場から見た,

CAMの 世界を紹介していきたい。

への医療人類学

筆者 らは,2001年 よりCAMが

実践される臨床現場へのフィール ド

ワークと,イ ンタビュー調査,地 域

におけるアンケー ト調査を行ってき

たの。

地域におけるCAMの 利用状況を

調査するために,「健康 日本 21所沢

市計画 策定基礎調査」めに併せて,

埼 玉 県 所 沢 市 在 住 市 民 の う ち

30～50代 の各年代 を 250人ずつ無

作為に抽出し,合 計 1,500人に対 し

てアンケー ト調査を実施した。

その結果,過 去 1年 間に病院や診

療所における医療以外の治療 ・健康

法を利用 した者は,回 答者 433人

(回収率 29%)の うち 335人であり,

77.4%という利用率が示された.最

も多かったのが,生 物学的治療法

(健康食品,栄 養補助食品,保 健機

能食品など)で,黒 酢 108人,ビ タ

ミン剤 94人,野 菜ジュース 83人で

あった。続いて多かったのは専門的
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治療者による手技療法で,按 摩 。指

圧 ・マッサージ59人,整 体 36人 ,

リフレクソロジー23人,鍼 灸 21人,

カイロプラクテイック19人 であっ

た。この他には,医 師の処方する漢

方薬 22人 ,病 気平癒の祈祷が 19人

であった。これらCAMの 高い利用

率は, 日本全国 1,000人に対するラ

ンダム電話質問調査法を行った山下

らの調査りに非常に類似した結果で

あった。

筆者らの調査では,CAMを 利用

する理由として 「健康に良い 。病気

予防」68%,「 テレビや雑誌などの

宣伝」48%,「 病院へ行くほど重症

ではない」39%が 上位に挙がった

が,中 には 「病院は時間がかかって

面倒J ll%,「 西洋医学の副作用が

怖い」7%,「 西洋医学より効く」4

%,「 西洋医学より苦痛がない」2

%と いった西洋近代医療への批判的

な理由も数多く認められた。

フィールドワークでは,CAMを

実践する医師や治療家の治療実践の

場への参与観察だけでなく,一 患者

として治療を受けたり,彼 らが開催

する私的な勉強会や研究会での質疑
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図 1 多元的医療システム

文献6)K einman A(1980)より筆者改変

応答,公 の講演会への参加などを

行った。インタビュー調査では,医

師や治療家,そ して彼 らの治療を受

ける患者へ個別に聞き取 りをし,ラ

イフス トーリー(人生の物語)や病気

治療に関する価値観の語 りを記録 し

た。彼らのナラテイブは後に紹介す

る。

'多

元的医療システム図1)
英国における医療人類学を確立し

たHelman"は ,「医療人類学とは,

異なる社会文化的背景を有する人々

が,病 いや健康の原因をどのように

考え,病 気になった時にどのような

対処法が適しているか考え, どのよ

うな行動をとろうとするか,な どを

扱う研究分野である」と定義してい

る。「医療Jを 広く 「人間の病気に

対する対処行動の全体系」として捉

えれば,そ こにはCAMも 含めた多

彩な医療のありようが見えてくる。
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図 2 多元的医療システムにおける

受療行動パターン ・

文献3)辻内琢也,他(2005)より

現代社会には治療の基盤となる根

本原理がまったく異なる複数のヘル

ス ・ケア ・システムが多元的 。多層

的に存在 しており,多 元的医療シス

テム (pluralistic medical systems)

と呼ばれている.Kleinman° は,

人々の様々な病気への対処行動や保

健活動を,大 きな 1つ の文化システ

ムとして捉え,次 の 3つ のセクター

に分類した.

1.民 間セクター(popular sector)

自己治療や家族 ・知人などの素人

間のネットワークからなる医療.古

くから “家庭の医学"と 言われてき

たものや,工 業性医薬品(市販薬),

民間薬,健 康食品,サ プリメントの

利用などがこれに該当する。クライ

ンマンによれば,病 気エピソー ド全

体のおよそ 70～90%が , この民間

セクター内部でのみ処理されている

ので,図 1の 中ではこの枠が最も大

きく描かれている。

2.民 俗セクター(folk sector)

多 くの伝統 ・民族医療,信 仰や宗

教的医療の治療家による準専門的医

療である。わが国で医業類似行為と

される国家資格を持つ鍼灸 。指圧 ・

按摩 。マッサージ師や柔道整復師に

よる治療,協 会資格のカイロプラク

テイックやリフレクソロジス トによ

る施術などはこの範疇に入る。

3.専 門職セクター (prOfessional

sector)

病院や診療所,薬 局や保健所など

で行われている,科 学的な生物医学

に基づ く医療,制 度として認められ

ている正統医療である.

CAMは この分類のうち,民 間セ

クターと民俗セクターのすべてと,

一部の専門職セクターに該当する

(図1:網 かけ部分に相当).一 部の

専門職セクターとは,医 師や薬剤師

など正統医療の資格を持った者が行

う非近代医療を指す。

人々の受療行動(1lness behavior)

は,次 のような様々な要素が絡み

合って決定されることが知られてい

る。.

●患者の属性 (社会経済的背景,病

気に関する経験や信念のパターン

など)

●治療者の属性 (民族性,地 域性,

専門性,人 間関係の広さなど)

●病気そのものの性質(病因や症状

の種類や重症度など)

●患者を取 り巻 く家族 ・親族 。地域

共同体の患者への関わり方

●治療法の選択や評価を支配してい

る社会規範 ・諸制度など

多くの人々は,心 身の不調を認識

すると,ま ずは民間セクターにおい

て自己治療を試みる。しかし,そ こ
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洋医学を学べ る大学院へ進学 し,漢

方や鍼灸 にとどまらず,食 養生や栄

養学,ハ ーブやホメオパ シーなどの

勉強に乗 り出した。

1人ですべての専門家になれないって思っ

て, いろんないい代替医療があって, 日の

前の息者さんにコーディネートするにはどう

したらいいんだろうって, ある意味で壁に,St

つかったんですよ。勉強すればするほど そ

れぞれが深くて。

そこで彼 は,米 国 CAMの 先駆者

であるアンドルー ・ワイル10の
問題

解決型の統合医療に出会 う。患者の

訴えを聞き,西 洋医学 。東洋医学 ・

ホメオパシーなどそれぞれの観察技

術で患者 を診たうえで問題 を明確化

し,患 者の年齢や経済状況,そ して

価値観を踏まえたうえで治療方針 を

提案する方法である。

シャーマン(伝統的治療師)の現場つて,

塁山から葉っぱを採ってきてお香にしたり,

ダンス療法があったり, タッチ療法やイメー

ジ療法があったり,本 来そういうのは一緒

にやっていいわけですよね.西 洋医学の検

査 |つ とっても,理 学的検査 ・蔵電図 ・

採血 ・レントゲンにMRIがありますよね。

全然体系の違う, ものの見方が違うものが

共存するというのはありうる話だと思うんで

す.

治療の基盤 となる根本原理がまっ

た く異なる複数の医療の併用 を,彼

は伝統的治療師シャーマ ンと,西 洋

医学の世界の多様な検査法になぞ ら

えて語っている.

自然っていう力、 すべてですね.最 も基

本的にはそうですよね, 生かされている.

自然の中に自分がいて,人 間の作ったもの

にも生かされているけれども,で ももっと前

提は自然ありきっていう感覚.

彼は今,自 然 との共生 と日本文化

の再興を目指 して新 しい医療施設の
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建設を試みている.

と本来のEBM

ナラテイブ ・ベイス ト・メディス

ン(Narrative Based Medicine:NB

M),す なわち 「物語と対話に基づ

く医療」を,わ が国におけるNBM

のパイオニアである斎藤0は 次のよ

うに定義している。

病いを,患 者の人生という大きな物語

の中で展開する一つの物語であるとみな

し,患 者を物語の語り手,病 いの経験の

専門家として尊重する一方で,医 学的な

疾患概念や治療法もあくまでも一つの医

療者側の物語ととらえ,さ らに治療とは

両者の物語を摺り合わせる中から新たな

物語を創り出していくプロセスである,

と考えるような医療

NBMは ,単 に “患者の語 りに傾

聴すること"だ けを強調する医療で

はない。大切 なのは 「患者の病苦の

物語」と 「医療者の医学という物語」

を,あ くまでも対等なものとして捉

えることであり,そ の2つの異なる

物語が出会い,「対話」を通じて摺

り合わされ,そ こから 「新しい物語」

を創り出していこうとする姿勢であ

る。事例 1の ような患者の物語と,

事例2の ような医療者の物語,そ の

双方の存在を認め,そ の価値を等価

に置き,双 方の対話を重要視するの

である。

われわれの日常の経験は,出 来事

と出来事のつながりを個々の価値観

に基づいて意味づけしていく中で,

ある種の 「物語」として筋立てされ,

組織化されている。この物語は,さ

らに他者へ 「語る」という行為と,

他者との 「対話」という相互行為を

通じて,自 らの現実が深く自己の中
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に定着し,一 連の物語として構成さ

れていくのである。

事例 1に は彼の物語のほんの一部

しか紹介できていないが,親 子関係

に影響された病気観,ア トピーゆえ

に形成された自己像,麻 薬患者にな

ぞらえた苦悩,長 年の病気との格闘

のすえ得られた,病 いとうまくつき

合う生活上の知恵,そ して衝撃的な

「目覚め」のエピソー ドが描かれて

いる。彼の病いが 「人生という大き

な物語の中で展開する1つの物語」

であることがよく理解できるだろう。

一方,事 例2か らは,医 師個人の医

療観にも 「人生という大きな物語」

が基礎となっていることがわかる。

エビデンス ・ベイスト・メディス

ン(Evidence Based Medicine:EB

M)研 究で知られるMulrowら 0は
,

臨床判断(clinical decision)で考慮さ

れるべき因子として,大 きく3つ挙

げている。①科学的なエビデンス,

②患者と医師の因子,③ 社会的制約

である。この②としては,「文化的

信念」「個人の価値観」「経験」「教

育」が挙げられており,こ れはまさ

にNBMに おける患者の物語と医師

の物語に相当する。NBMの 提唱者

Greenhalghl°も, もともとはEBⅣI

の先駆者であった。EBMが ランダ

ム化比較試験のような科学的根拠ば

かりを追い求めてしまうことに危機

感を覚えNBMを 創始したのである.

本来のEBMは 決して文献データば

かり重視するものではなく,ま た実

証主義や客観主義のみを主張したり,

治療者自身の医療経験や技術を軽視

したものでもない。

入手可能な範囲で最も信頼できる根拠

を把握したうえで,個々の患者に特有の
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